
 

 

                        

 

 

 

美容目的だけじゃない！紫外線対策 

子どもの皮膚は、大人に比べ薄いためバリア機能が弱

く、紫外線を防御するメラニンも少ないため、紫外線の

影響を多く受けます。また、１８歳までに生涯に浴びる

紫外線の約半分の量を浴びているとも言われています。

将来への投資として、少し紫外線対策をしませんか？ 

 

【紫外線の影響】 

 〇日焼けをして皮膚の炎症を起こす（赤くなる・水ぶくれができる） 

 〇皮膚にダメージを与えて老化を早めたり、細胞の DNAを壊したりする。 

（しみ・しわ・皮膚がん） 

 〇免疫機能の低下 

【具体的な紫外線対策】 

 〇強い紫外線に当たる時間をなるべく短くする。 

１日の中では、午前１０時～午後２時の間が強いと言われています。 

 〇素肌に紫外線が当たる面積を減らす。 

  帽子やラッシュガード・薄手の長袖などを活用する。 

 〇日焼け止めを塗る 

  汗をかくような運動の時は、強い日焼け止めを塗るよりも、こまめ  

に塗り直す方が効果的と言われています。 

  

 紫外線はビタミン Dの合成や、カルシウムを増やして骨を丈夫にする、といった良い働

きもあります。また、朝日を浴びることで、体内時計も整います。極端に恐れることなく、

適度な紫外線対策をオススメします。 

 

保護者の方へ 健康診断結果一覧の配布について 

 ４月から実施していました定期健康診断のすべての検査が終了しました。

検査に際しまして、問診票の提出や個別での受診等大変お世話になりました。 

 検診結果の一覧を近々配布します。一覧には、受診勧

告後の受診結果は反映されていませんので、ご承知おき

ください。 

 精密検査等、まだ受診がお済みでない場合は、早めの

受診をお願いいたします。 
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